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○
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）

新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
八
章

（
略
）

第
一
章
～
第
八
章

（
略
）

第
九
章

大
学

第
九
章

大
学

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

入
学
及
び
卒
業
等
（
第
百
四
十
四
条
―
第
百
六
十
三
条
）

第
二
節

入
学
、
退
学
、
転
学
、
留
学
、
休
学
及
び
卒
業
等
（
第
百
四
十
四
条

―
第
百
六
十
三
条
）

第
三
節
・
第
四
節

（
略
）

第
三
節
・
第
四
節

（
略
）

第
十
章
～
第
十
二
章

（
略
）

第
十
章
～
第
十
二
章

（
略
）

第
二
十
六
条

校
長
及
び
教
員
が
児
童
等
に
懲
戒
を
加
え
る
に
当
つ
て
は
、
児
童
等

第
二
十
六
条

校
長
及
び
教
員
が
児
童
等
に
懲
戒
を
加
え
る
に
当
つ
て
は
、
児
童
等

の
心
身
の
発
達
に
応
ず
る
等
教
育
上
必
要
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
心
身
の
発
達
に
応
ず
る
等
教
育
上
必
要
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②

懲
戒
の
う
ち
、
退
学
、
停
学
及
び
訓
告
の
処
分
は
、
校
長
（
大
学
に
あ
つ
て
は

②

懲
戒
の
う
ち
、
退
学
、
停
学
及
び
訓
告
の
処
分
は
、
校
長
（
大
学
に
あ
つ
て
は

、
学
長
の
委
任
を
受
け
た
学
部
長
を
含
む
。
）
が
行
う
。

、
学
長
の
委
任
を
受
け
た
学
部
長
を
含
む
。
）
が
行
う
。

③

前
項
の
退
学
は
、
公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
（
学
校
教
育
法
第
七
十
一
条
の
規

③

前
項
の
退
学
は
、
公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
（
学
校
教
育
法
第
七
十
一
条
の
規

定
に
よ
り
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
と
一
貫
し
た
教
育
を
施
す
も
の
（
以
下
「
併

定
に
よ
り
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
と
一
貫
し
た
教
育
を
施
す
も
の
（
以
下
「
併

設
型
中
学
校
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
又
は
特
別
支
援
学
校
に
在
学
す
る
学
齢

設
型
中
学
校
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
又
は
特
別
支
援
学
校
に
在
学
す
る
学
齢

児
童
又
は
学
齢
生
徒
を
除
き
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
等
に
対

児
童
又
は
学
齢
生
徒
を
除
き
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
等
に
対

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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一

性
行
不
良
で
改
善
の
見
込
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

一

性
行
不
良
で
改
善
の
見
込
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

二

学
力
劣
等
で
成
業
の
見
込
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

二

学
力
劣
等
で
成
業
の
見
込
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

三

正
当
の
理
由
が
な
く
て
出
席
常
で
な
い
者

三

正
当
の
理
由
が
な
く
て
出
席
常
で
な
い
者

四

学
校
の
秩
序
を
乱
し
、
そ
の
他
学
生
又
は
生
徒
と
し
て
の
本
分
に
反
し
た
者

四

学
校
の
秩
序
を
乱
し
、
そ
の
他
学
生
又
は
生
徒
と
し
て
の
本
分
に
反
し
た
者

④

第
二
項
の
停
学
は
、
学
齢
児
童
又
は
学
齢
生
徒
に
対
し
て
は
、
行
う
こ
と
が
で

④

第
二
項
の
停
学
は
、
学
齢
児
童
又
は
学
齢
生
徒
に
対
し
て
は
、
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
。

き
な
い
。

⑤

学
長
は
、
学
生
に
対
す
る
第
二
項
の
退
学
、
停
学
及
び
訓
告
の
処
分
の
手
続
を

（
新
設
）

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

入
学
及
び
卒
業
等

第
二
節

入
学
、
退
学
、
転
学
、
留
学
、
休
学
及
び
卒
業
等

第
百
四
十
四
条

削
除

第
百
四
十
四
条

学
生
の
入
学
、
退
学
、
転
学
、
留
学
、
休
学
及
び
卒
業
は
、
教
授

会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
定
め
る
。
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○
国
立
大
学
法
人
法
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
文
部
科
学
省
令
第
五
十
七
号
）
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
学
長
の
選
考
が
行
わ
れ
た
と
き
の
公
表
事
項
）

（
新
設
）

第
一
条
の
二

法
第
十
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
学
長
と
し
て
選
考
さ
れ
た
者
に
つ
い
て

、
学
長
選
考
会
議
が
当
該
者
を
選
考
し
た
理
由

二

学
長
選
考
会
議
に
お
け
る
学
長
の
選
考
の
過
程

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二

条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
が
行
う
公
表
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
「
学
長
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
長
」
と
、
「
学
長

選
考
会
議
」
と
あ
る
の
は
「
機
構
長
選
考
会
議
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
学
部
長
等
の
任
命
）

（
新
設
）

第
七
条
の
二

法
第
三
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通

則
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
職
員
の
任
命
に
つ
い
て
、
学
部
、
研
究
科
、
大
学

附
置
の
研
究
所
そ
の
他
の
教
育
研
究
上
の
重
要
な
組
織
の
長
の
任
命
を
行
う
場
合

に
あ
っ
て
は
、
学
長
又
は
機
構
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。


